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研究成果の概要（和文）：製造業では、従来からの欧米先進国企業との競争に加えて、中国等の新興国企業との競争が
激しくなっている。電器産業等では、最終完成品を容易につくることができるようになっているために、日本企業がと
りうる戦略の一つは、部品の競争力を磨くことである。部品メーカーには、長期にわたって高い収益性を維持している
部品メーカーも存在する。本研究はそのような優良部品メーカーに着眼した。複数社の詳細な事例分析を行い、そこに
は共通した製品戦略や製品開発プロセスが存在していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Recently,competition with not only developed companies but also developing 
companies such as Chinese companies has bee intensified. Faced with such situation, questions then 
becomes how Japanese companies will be able to sustain competitiveness. One possible direction would be 
placing more emphasis on component than final product such as Flat panel TV.Indeed, there exist several 
componnet company which has been profitable for a long time.This research has conducted in-depth case 
analysis of product strategy and product development process of such companies, and clarified common 
product strategy shared within these profitable component manufactures.
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１．研究開始当初の背景 
エレクトロニクス製品や家電などの最終

完成品がかつてのような勢いを失いつつあ

る現在、日本の産業が今後考えうる１つの方

向性は、優れた部品を世界中の完成品メーカ

ーに供給するという可能性であろう。最近の

新聞報道によれば、米アップル社 iPhone の

半分以上の部品は日本製である。この方向を

一層強化することは１つの方向性である。そ

のためには部品メーカーの製品開発力の向

上が必要であろう。 

一般的に部品は最終完成品の中に組み込

まれるために、完成品メーカーから最適な特

注化した部品を作るよう求められることが

多く、それは結果として高コストにつながり

やすい。特に日本企業はインテグラル型の製

品を得意にする傾向が強いために、完成品メ

ーカーが部品メーカーに対して特殊対応を

求める力は一層強くなる。しかし完成品毎の

特殊対応をしていたのでは、完成品メーカー

の要望に答えることはできても、部品メーカ

ーが高い収益性を実現することは難しくな

る。 

部品メーカーの今後の重要性にもかかわ

らず、研究の多くは、完成品と完成品メーカ

ーに焦点をあてたものであり、部品と部品メ

ーカーに焦点をあてたものは少ない。その結

果、キーエンス、ヒロセ電機をはじめとして

長期安定的に高い収益性を維持している部

品専業メーカーが少なからず存在するにも

かかわらず、これら高収益部品メーカーの製

品戦略、製品開発の仕組み、分業構造などは、

まだほとんど明らかになっていない。本研究

に着手した背景には以上のような状況があ

った。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、長期安定的に高い収益性を
維持している部品メーカーに焦点をあて、そ
の製品開発力とその獲得プロセスを解き明
かそうとするものである。近年、家電や自動
車という最終完成品ではアジア新興国と正
面衝突している中で、日本の部品メーカーの
重要性は一層高まっている。にもかかわらず、
部品メーカーのマネジメントに関する知見

は十分ではない。その中で本研究は、優良部
品メーカーに共通してみられる共通パター
ンを抽出し、概念化する。 
 
３．研究の方法 
（１）まず、長期安定的な収益性と情報への
アクセス可能性から、キーエンス、ヒロセ電
機、マブチモーター、ミクニ、を優良部品メ
ーカーとして選別し、自動車メーカーとして、
日産自動車を選別して研究対象とした。 
（２）その後、フィールドワーク、インタビ
ュー調査、文献レビュー、社史、社内報、特
許データ、製品パンフレットなど多面的な情
報ソースを用いて、個別の部品メーカーと完
成車メーカーを詳細に調査する。その後、こ
れら詳細な複数の事例研究のクロスケース
分析を行い、共通的な知見を導出した。 
 
４．研究成果 
収益性の高い優良部品メーカーに共通して
見出される戦略パターンは、以下のように集
約できる。 
 
（１）製品戦略 
優良部品メーカーの共通した特徴は、少数の
特定メーカーを顧客として、下請けとして特
注化した部品を開発するのではなく、できる
だけ多くの完成品メーカーを顧客としてい
る、という点である。そのためには、顧客ご
とに異なる細かな要望にまで製品を最適化
させる特注戦略では、コスト的に無理がある。
しかし、標準化による単一規格で、全ての顧
客に対応するのは、コスト的には有利だが顧
客志向は難しい。 
そこで、相矛盾する両者をなんとか両立さ
せようとして、優良部品メーカーは共通して
モジュール戦略を採用している。研究対象と
したキーエンス、ヒロセ電機、マブチモータ
ーは全て、製品のモジュラー化を行っている
ことが明らかになった。ここで言う製品とは、
もちろん部品のことを言う。 
 
（２）新製品開発プロセス 
製品のモジュラー化を実現するためには、製
品をどう分けてどうつなぐのかというデザ
イン・ルールの策定が大きな意味を持つ。従
来のノンモジュラーな新製品開発プロセス
を、モジュールな製品に適した開発プロセス
に変更しなければならない。つまり、最初に
デザイン・ルールを策定するプロセスが必要
であり、それが完了するまで具体的な製品設
計を行ってはいけないのである。 
次に、デザイン・ルール策定後、具体的な
デザイン・ルールに準拠した製品設計を行う
という順番である。この順番はノン・モジュ
ラー製品の開発プロセスとは大きく異なる。 
本研究では、日産自動車がモジュール戦略へ
シフトする過程の詳細な事例分析を行うこ
とで、そのことを例証した。ただし部品メー
カーの新製品開発プロセスに関しては、まだ



十分に例証できておらず今後の継続調査が
必要になる。 
 
（３）下請けからの脱却 
このような優良部品メーカーも最初からモ
ジュール戦略を採用していたわけではない。 
当初は特定顧客の下請けとして部品を作っ
ていたのだが、後にモジュール戦略へと舵を
切った。これまで下請けとして特注品を作っ
てきた部品メーカーが、モジュール戦略への
転換をすすめるための実践的示唆を明らか
にした。 
まず転換にむけた最初のステップは、既存
製品群をできるだけ体系的に整理して、共通
化に関する見通しを得ることだ。そのために
は、いったい何を特注品として作ってきたの
かという全体像を明らかにし、特注品と別の
特注品との間にどのような違いがあるのか
に注意を払う。もし、細かな違いによって特
注品を作ってきたのであれば、それらを整理
すれば共通化が可能になるという見通しを
得ることができる。 
 次に反対する現場を説得するという作業
が必要になる。従来のやりかたに慣れ親しん
できた技術者のマインドを変革することが
必要でありそのためには、事業部長、役員ク
ラスのシニア・マネージャーの役割が重要に
なる。例えばミクニは、現在モジュール戦略
への転換を進めているのだが、反対するエン
ジニアを説得しなければならなかったこと
が明らかになった。 
 
（４）全社レベルのビジネスモデルの変革 
モジュール戦略は、開発部門だけで成功する
わけではなくて、営業部門やサービス部門な
どの関与もまた必要になる。顧客から来る要
望に対して、モジュラー製品で対応できるの
かあるいはできないのかを判断しなければ
ならないからである。顧客の要望を言われる
ままにそのまま受けていては、モジュール戦
略は崩壊してしまう。したがって営業部門も
またモジュール戦略の意義を正しく認識し
たうえで、モジュール戦略に対応した顧客へ
の説明、紹介、判断に変更することが必要に
なる。 
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